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●南本牧はま道路の復旧が完了し、供用再開しました 

（関東地方整備局 港湾空港部） 

 

●御前埼灯台前広場「ウミエール」完成 

（御前崎市役所 建設経済部） 

 

●「境夢みなとターミナル」が一般開放されました！ 

 

（中国地方整備局 境港湾・空港整備事務所） 

 

●「平良港国際クルーズ拠点整備事業」クルーズ専用岸壁完成 

（沖縄総合事務局 平良港湾事務所） 
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私が会長を務める（一社）新潟港振興協会の会員企業から、国内外ともに需要が減ってきており、こ

れに伴い受注も減ってきている。この状態が続くようだと減産も視野に入れなければならなくなってしま

うと聞かされた。 

３月には新潟港の輸出に大きく貢献して頂いていたことから４月以降も安定して輸出をして頂けるも

のと期待していたが現実は厳しいものとなっているようだ。 

さて、４月２０日に財務省から３月分の貿易統計（速報）が発表されている。 

この統計から日本の貿易状況について見てみると、輸出額については、対前年同月比でマイナス１１．

７％と大きく減少し、１６カ月連続の対前年同月比減少となっており、以前厳しい状況が続いている。 

１月、２月は１桁のマイナスであったが、３月は２桁のマイナスと大きく減少している。 

自動車の輸出が中国向けでは回復基調になってきているが、依然として米国やＥＵ向けについては、

「新型コロナウイルス感染拡大」の影響が大きく、共に３月は約２０％強の減少となったことから２桁マイ

ナスとなったものと考えられる。 

今後の動向については、国内の自動車産業の操業停止もあることから、操業再開時期が今後の輸

出増加のカギとなる。 

また、輸入については、対前年同月比でマイナス５．０％と減少しているものの２月のマイナス１３．９

％に比べると回復している。 

こちらについても１１カ月連続の対前年同月比減少となっている。 

輸入額が２月に比べて減少率が少ない理由としては、国内の消費動向が改善されていることが一因

と考えられる。 

特にアジアからの輸入が増加していることの影響が大きい。 

緊急事態宣言の解除又は制限の緩和次第では、日本の消費動向が改善され、更なる輸入の増加も

進むことが期待できるが、先ずは、貿易黒字の定着を目標に自動車産業を中心に国内製造業の操業

再開とともに輸出の回復及び拡大を目指す必要がある。 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、停滞している世界の経済活動の再開時期が、今後の国

際物流の動向を左右することになる。 

現状では、まだその再開時期が未定であることから、国際物流の先行きは不透明な状況がしばらく

は続くことになるだろうから、常にその動向を注視していく必要がある。 
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●南本牧はま道路の復旧が完了し、供用再開しました 

（関東地方整備局 港湾空港部） 

 

５月７日（木）、昨年９月から通行止めとなっていた南本牧はま道路の供用が再開されました。 

 南本牧はま道路は、日本最大の水深18m岸壁を有する横浜港南本牧コンテナターミナルと首都高湾

岸線を直結する重要な臨港道路ですが、昨年９月に日本各地に甚大な被害をもたらした台風15号の影

響で、走錨した船舶の衝突により、橋桁等が損壊し通行止めとなっておりました。 

 この度、供用再開に必要な復旧工事が完了し、５月７日午前11時から通行止めが解除されました。 



 

 なお、供用再開後も鋼桁の塗装等の供用に支障のない工事を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●御前埼灯台前広場「ウミエール」完成 

（御前崎市役所 建設経済部） 

 

３月２５日、御前埼灯台前広場（愛称：ウミエール）が完成しました。愛称は全国から２９４件の応募が

あり、「家族が遊び、恋人たちが語らい、お年寄りが昔の思い出話しに花を咲かせられるような場になれ

ば」との思いを込めて「ウミエール」と名付けられました。広場の面積は約1,400㎡で、既存の石垣や塀を

撤去して一面に芝生を敷き、ベンチ５台、トイレ1カ所、日陰棚などを設置しました。 

御前埼灯台は静岡県最南端の岬に位置し、高さ22.5メートルの白亜の造形が美しい灯台で、最上部

からは壮大なパノラマを楽しめます。また、通年で一般公開される「参観灯台（全国に16基）」の一つで、

歴史的・文化的価値が最上級の「Aランクの保存灯台」に指定されています。 

本年１１月、御前崎市内で参観灯台が立地する三重県志摩市、千葉県銚子市、島根県出雲市と連

携して「灯台ワールドサミット」が開催される予定です。 

 

 

御前埼灯台前広場「ウミエール」 

損壊したはま道路（2019年9月撮影） 復旧工事が完了したはま道路（2020年5月撮影） 



 

 

●「境夢みなとターミナル」が一般開放されました！ 

（中国地方整備局 境港湾・空港整備事務所） 

 

境港で整備が進められてきた新しい貨客船ターミナルが境港外港竹内南地区において完成し、４月

１１日（土）に一般開放されました。新型コロナウイルスの影響でセレモニーは中止となりましたが、新タ

ーミナルを一目見ようと報道機関と一般の方が来場されていました。展望デッキではドローンによる記

念撮影も行われました。 

この新ターミナルの供用により、背後企業の物流効率化を図るとともに、大型クルーズ船への対応が

可能となり、また、大規模地震発生時には防災拠点にもなりうる重要なターミナルとなり、山陰地域のさ

らなる発展につながることが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

境夢みなとターミナル全景 ドローンによる撮影 

寄贈されたピアノによる演奏 正面からみた境夢みなとターミナル 



 

●「平良港国際クルーズ拠点整備事業」クルーズ専用岸壁完成 

（沖縄総合事務局 平良港湾事務所） 

 

平成２９年度から行われている「平良港国際クルーズ拠点整備事業」において、14万トン級対応の

クルーズ専用岸壁（延長370ｍ）が３月末に完成しました。建設中のCIQ施設と共に平良港の新しい玄

関口として、又、現在休止しているクルーズ船の寄港が再開された際の宮古島市経済回復の重要な

インフラとして期待が高まっております。 

 

平良港 クルーズ専用岸壁  
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